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痢によって低 カリウム血症 をきた し,それが誘因と
なって発症 したと考えられる横紋筋融解症を経験 した
ので若干の文献的考察を加えて報告する.

















始 した.1995年6月には 自己導尿が不可能 とな ったた
め,腎 孟バ ルー ンカテーテル を留 置す るこ と となっ
た.入 所中の施設 にて適宜膀胱洗浄 をして いたが,浮
遊物 によって閉塞す ることが多か った。痴呆の進行に
よ り,1999年1月頃 よ り内服薬 を拒否す るようにな っ
た.1999年8月10日前後 より,発 熱お よび食欲不振 を
認めるようになった.1999年8月19日,発熱,褐 色尿



















の造影剤の流出 を認 めなか ったが,造 影後か ら下痢 を
認 め る ようにな った.造 影 施行2時 間後のKUBで







































































水野,ほ か:代用膀胱腸痩 ・横紋筋融解症 559
が示唆 された(Fig.1).
入院後経過:以 上 の臨床症状 と検査成績か ら,本 症
例 は脱水 を合併 した代謝性 アルカ ローシスであ り,横
紋筋融 解症 を生 じて い ると診断 した.全 身冷却療法
と,腎 不全 を回避する 目的で大量輸 液を行 った.そ の
間,全 身の筋 肉痛 を訴 え続 けた.筋 細胞 の融解に よっ
て血清 カ リウム値が上昇 して くることが予想 されたた
め,特 にカ リウム投与量 には注意 した(Fig.2).入院
7日 目には解熱 し,食 事 も少 しつつ なが ら摂取 で きる
ようになった.14日目には血液生化学上,ほ ぼ異常 を
認めな くなった.心 配 された高カ リウム血症や,ミ オ
グロビンの尿細管傷害 による急性 腎不全 などは認 めら
れなか った(Fig.3).血清カ リウム値 は依然 として低
値の ままだったため,粉 末 カリウム剤 を主食に混ぜ る








発性アル ドステロン症,ス テロイ ド療法,腎尿細管ア
シドーシスなどが報告されており,電解質異常として
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